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視
点
・
論
点
⑤

辺
野
古
国
会
請
願
署
名
四
万
五
千
筆
提
出
へ
、
さ
ら
に
阻
止
行
動
を
続
け
よ
う	

木
村
雅
夫

■
国
会
請
願
署
名
へ
の
ご
協
力
御
礼

　
「
７
・
18
沖
縄
県
議
会
決
議
を
尊
重
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
断
念
を
求
め
る
請
願

署
名
」
は
、
お
か
げ
様
で
目
標
（
三
万
筆
）
を
は
る
か
に
超
え
て
四
四
六
三
八
筆
（
一
月

二
五
日
現
在
、
団
体
署
名
含
）
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
辺
野
古
実
で
は
、
一
〇・
一
九
の
反

貧
困
大
集
会
（
明
治
公
園
）
を
皮
切
り
に
、
年
末
ま
で
の
大
き
な
集
会
に
は
担
当
を
決
め

て
集
会
参
加
し
、
こ
つ
こ
つ
署
名
を
集
め
た
。
私
も
、
イ
ラ
ク
・
重
慶
爆
撃
・
派
遣
法
・

壊
憲
反
対
・
ア
イ
ヌ
先
住
民
族
・
ゲ
バ
ラ
記
念
・Im

agine

・
泡
瀬
干
潟
と
高
尾
・
と
多

岐
に
わ
た
る
集
会
に
一
週
間
ぶ
っ
続
け
で
参
加
す
る
な
ど
、
集
会
三
昧
を
繰
り
返
し
も
ろ

も
ろ
の
運
動
を
知
り
旧
知
と
再
会
し
た
。
大
き
な
集
会
で
は
事
前
に
主
催
者
に
連
絡
し
て

会
場
内
で
の
署
名
集
め
を
了
解
し
て
も
ら
い
、
開
場
前
に
現
場
に
到
着
し
、
意
欲
的
な
人

に
は
署
名
用
紙
を
手
渡
し
て
収
集
を
依
頼
し
た
。一
人
で
参
加
し
て
現
場
で
メ
イ
ン
ス
ピ
ー

カ
Ｋ
先
生
に
一
言
辺
野
古
署
名
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
、
休
憩
時
ロ
ビ
ー
で
同
時
に
五

人
が
署
名
し
て
く
れ
た
時
は
感
激
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
一
本
増
え
、
百
筆
の
署
名
が
集
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
一
二
月
初
旬
で
は
全
体
で
四
千
筆
と
、
な
か
な
か
一
万
の
大
台
に
乗
ら

ず
目
標
達
成
を
心
配
し
た
が
、
さ
す
が
に
集
約
予
定
日
を
過
ぎ
て
個
人
か
ら
も
労
組
関
係

か
ら
も
ど
ん
ど
ん
集
ま
り
、
新
年
に
入
っ
て
万
を
超
え
、
現
在
に
至
っ
た
。

　

二
月
三
日
に
は
院
内
集
会
を
開
催
し
て
署
名
を
提
出
し
、
同
日
夜
に
報
告
集
会
を
開
催

す
る
運
び
と
な
っ
た
。
衆
参
両
議
院
に
署
名
用
紙
を
提
出
す
る
が
、
衆
議
院
は
す
ぐ
に
解

散
さ
れ
る
の
で
も
っ
た
い
な
い
か
。
沖
縄
か
ら
ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会
の
安
次
富
浩
さ
ん

と
沖
縄
県
議
会
議
員
の
渡
嘉
敷
喜
代
子
さ
ん
（
米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
長
）
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
。
沢
山
の
人
が
参
加
し
、
沢
山
の
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
と
良
い
の
だ
が
。

■
阻
止
行
動
を
続
け
よ
う

　

辺
野
古
現
地
の
座
り
込
み
は
、「
８
年
（
命
を
守
る
会
座
り
込
み
）
＋
１
７
４
５
日
目
」

（
一
月
二
七
日
現
在
）
に
達
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
の
監
視
行
動
も
続
け
て
い
る
。

名
護
市
長
は
計
画
の
沖
合
へ
の
移
動
で
地
元
業
者
の
受
注
を
ね
ら
い
、
沖
縄
県
知
事
も
沖

合
移
動
を
求
め
、
守
屋
無
き
防
衛
省
と
沖
縄
防
衛
局
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
内
の
造
成
工
事
を
粛
々
と
進
め
、
普
天
間
協
議
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
協

議
も
断
続
的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
（
一
月
二
七
日
に
も
東
京
で
開
催
）。
防
衛
省
主
導
で
進

め
ら
れ
て
き
た
移
設
工
事
に
対
し
て
外
務
省
も
乗
り
出
す
な
ど
日
本
政
府
内
部
の
様
相
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
オ
バ
マ
米
政
府
の
発
足
に
伴
っ
て
の
日
米
政
府
の
や
り
と
り
で
も
、

普
天
間
移
設
を
実
現
す
る
ぞ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
で
も
、
こ

れ
ら
の
報
道
は
、
日
米
政
府
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設

が
な
ま
や
さ
し
く
な
い
と
感
じ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

日
本
政
府
が
言
う
「
抑
止
力
の
維
持
」
は
破
た
ん
し
て
い
る
。
米
側
が
横
田
基
地
の
第

五
空
軍
を
グ
ァ
ム
に
移
転
す
る
計
画
を
考
え
て
い
た
の
に
、
そ
う
す
る
と
米
国
が
も
は
や

日
本
へ
の
本
格
侵
攻
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
に
な
り
、「
統
合
任
務
部
隊
」
の
中
核
と
な

る
陸
軍
司
令
部
を
日
本
に
持
ち
込
む
の
は
、
在
日
米
軍
を
「
先
制
攻
撃
戦
略
」
の
先
兵
と

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
半
田
滋
、「
週
刊
金
曜
日
」
一
月
一
六
日
号
）。
ま
た
、
嘉

手
納
基
地
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
や
Ｆ
22
戦
闘
機
配
備
や
飛
行
訓
練
の
増
加
、
不
発
弾
処
理

問
題
、
な
ど
な
ど
連
日
の
よ
う
に
沖
縄
紙
に
報
道
さ
れ
る
抗
議
の
声
で
、「
沖
縄
の
負
担
軽

減
」
も
ま
や
か
し
で
あ
る
こ
と
が
県
民
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

岡
本
行
夫
（
元
首
相
補
佐
官
）
は
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
つ
い
て
「
橋
本
政
権

で
地
元
と
合
意
し
て
い
る
の
に
、
わ
ず
か
な
差
異
か
ら
十
数
年
間
、
一
歩
も
進
ま
な
い
。

合
意
を
守
れ
な
い
日
本
政
府
は
信
頼
を
失
い
、
日
米
同
盟
を
損
な
っ
て
い
る
」（「
琉
球
新

報
」、
一
月
一
七
日
朝
刊
）
と
ま
で
、
焦
り
と
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
あ
と
も
う
少
し

の
が
ん
ば
り
だ
。
辺
野
古
基
地
建
設
を
日
米
政
府
に
断
念
さ
せ
、
日
米
軍
事
再
編
に
一
撃

を
与
え
、
日
米
同
盟
を
損
な
わ
せ
る
べ
く
、
闘
い
続
け
よ
う
。
辺
野
古
実
の
辺
野
古
現
地

派
遣
も
続
け
て
い
る
。ま
だ
の
方
は
現
地
座
り
込
み
に
是
非
参
加
し
て
ほ
し
い
、ア
セ
ス「
準

備
書
」以
降
の
阻
止
行
動
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
。　
（
き
む
ら
ま
さ
お
／
反
安
保
実
） 




